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　認知症カフェとは「認知症の人やその家族、地域の住民、
専門職など誰もが参加でき気軽に集える場」と位置付けら
れ、全国的にも開催されています。
　市でも気軽に立ち寄れ、相談もでき、皆さんがほっと一息
つける場所として誰でも参加できる「ひだまり～冨士カフェ
～」を開催します。
　カフェの開催メンバーは、高齢者の見守りなどについて話
し合いを重ねている南山中学校区内の「ふれあい会議」参加
者の皆さんや「認知症家族会」の皆さんなどが行います。
日時　28 日㈯　午前 10 時～午後 3時
場所　愛の家グループホーム白井冨士（冨士 73-89）
内容　喫茶、ギターの演奏会、骨密度測定会、脳の元気度測
定会、介護・認知症相談会など
申し込み　不要
参加費　100 円（飲み物代）

〈あくまでも一例です〉

加齢に伴う物忘れ 認知症による物忘れ

体験の一部のみを忘れる 体験全体を忘れる
新しい出来事を記憶できない

ヒントを与えられると思い出せる ヒントを与えられても思い出せない

物忘れを自覚している 物忘れの自覚に乏しい

時間や場所などは正しく認識 時間や場所などの認識が困難

日常生活に支障がない 日常生活に支障がある

認
知
症
と
は
ど
ん
な
病
気

　
認
知
症
と
は
、
い
っ
た
ん
発
達
し

た
知
能
が
、
脳
や
体
の
病
気
に
よ
っ

て
普
段
の
社
会
生
活
に
支
障
を
き
た

す
ま
で
判
断
力
が
低
下
し
た
状
態
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。
こ
の
状
態
は
一

時
的
で
な
く
継
続
し
て
見
ら
れ
、
記

憶
力
や
見
当
力
（
時
間
、
場
所
、
人

を
認
識
で
き
る
こ
と
）、
判
断
力
、

計
画
力
な
ど
が
正
し
く
判
断
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

　「
最
近
忘
れ
っ
ぽ
く
同
じ
事
を
何

度
も
聞
く
」「
何
で
も
な
い
と
き
に

突
然
怒
り
出
し
、
性
格
が
変
わ
っ

た
」
な
ど
認
知
症
の
初
期
症
状
は
、

日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
に
み
ら

れ
る
こ
と
が
多
く
、
人
に
よ
っ
て
症

状
の
出
方
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

「
加
齢
に
伴
う
物
忘

れ
」
と
「
認
知
症
に
よ

る
物
忘
れ
」
の
違
い

　
思
い
出
し
た
い
こ
と
が
す
ぐ
に
思

い
出
せ
な
い
場
合
の
多
く
は
、
加
齢

に
伴
う
物
忘
れ
で
す
。
な
に
か
の
ヒ

ン
ト
で
思
い
出
せ
た
り
、
別
の
機
会

に
思
い
出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
体
験
し
た
こ
と
そ
れ
自
体

を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
ヒ
ン
ト
を

地
域
で
見
守
り
を

　
愛
想
の
良
か
っ
た
人
が
怒
り
っ
ぽ

く
な
る
、
冬
で
も
薄
着
を
し
て
い
た

り
季
節
に
合
わ
な
い
服
装
を
し
て
い

る
な
ど
地
域
の
皆
さ
ん
が
気
付
く
場

面
も
あ
り
ま
す
。
相
手
の
ペ
ー
ス
に

合
わ
せ
て
ゆ
っ
く
り
と
話
し
を
聞
き
、

手
助
け
を
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
困
っ
た
と
き
は
、
下
記
相
談
機
関

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　代表の片岡さんは「介護をする環境は人それぞれで
す。ある人は、何回か参加し、周りの人といろいろ話を
していく中で、自分を見つめ直し、介護に対する考えを
変えていき『初めて参加した時とずいぶん変わられま
したね』と言われる程、良い方向になられていきました。

また、誰かに話を聞いてもらいたいとい
う人も、話をすることですっきりし、落
ち着いて帰られていきます。それぞれの
家族の様子を話すことだけでも救われる
のです。一人で悩まないで会に参加し話
をしてみませんか」と話してくれました。

代表の片岡千鶴子さん

一人で
悩まないで

認知症の家族会
「しゃぼん玉倶楽部」に
参加してみませんか

　認知症の介護に悩んだり困っている人、みんなで
悩みを話しませんか。日常生活のヒントになること
がきっとみつかります。日程は下表のとおりです。

場　所 日　程

保健福祉センター 奇数月の第２水曜日
午前10時～正午

西白井複合センター 偶数月の第２水曜日
午前10時～正午

認知症の人や家族を支援する

「ひだまり～冨士カフェ～」（認知症カフェ）開催

　1月 28 日、桜台中学校で同校 PTA主催による、1・2
年生と保護者や教師を対象にした「認知症サポーター養
成講座」を開催しました。
　認知症サポーターとは、認知症について正しい知識を
もち、偏見や誤解をなくし認知症の人や家族を応援する
人のことです。
　生徒からは「認知症は介護する側だけが大変だと思っ
ていたけれど、認知症の人もつらく大変な思いをしてい
ることを知りました。これからは、相手の立場に立って思いやりをもち行動したいと
思いました」と、とても前向きな感想がありました。

「認知症サポーター養成講座」を開催

グループワークの様子

認
知
症
の
理
解
を
深
め

　
あ
な
た
や
あ
な
た
の
家
族
が
も
し
認
知
症
の
症
状
が
出
て
き
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
。
誰
に
と
っ

て
も
認
知
症
は
ひ
と
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
で
は
、
誰
も
が
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
地
域
を
つ
く
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

相
談
機
関

◆
総
合
的
な
相
談
窓
口

白
井
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
（
4
9
7
）
3
4
7
4

◆
認
知
症
全
般
に
つ
い
て
の
相
談

●
ち
ば
認
知
症
相
談
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
　
☎
0
4
3
（
2
3
8
）

7
7
3
1

※
電
話
は
月
・
火
・
木
・
土
曜
日

（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
で
す
。

◆
若
年
性
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー

　
☎
0
8
0
0
（
1
0
0
）

2
7
0
7

※
電
話
は
月
〜
土
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

◆
認
知
症
の
医
療
に
つ
い
て
の
相
談

●
東
邦
大
学
医
療
疾
患
セ
ン
タ
ー

佐
倉
病
院
（
認
知
症
疾
患
医
療
セ

ン
タ
ー
）　
☎
0
4
3
（
4
6
2
）

8
8
1
1

※
電
話
は
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
9
時
〜
正
午

●
八
千
代
病
院
（
認
知
症
疾
患

医
療
セ
ン
タ
ー
）　
☎
0
4
7

（
4
8
8
）
1
5
1
1

　

※
電
話
は
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

出
さ
れ
て
も
思
い
出
せ
な
い
場
合
は
、

認
知
症
に
よ
る
物
忘
れ
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
物
忘
れ
を
自
覚
し
て
い

な
い
場
合
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　認知症は誰もがなりえる可能性がある病気です。認知症についての基礎知識の習得、
認知症の人やその家族への支援のあり方などについて正しく理解してもらうための講
座です。みんなで理解し、支えあう地域をつくりましょう。
　講座の対象者は、市民や企業などの集まりで、おおむね 10 人以上集まれば開催しま
す。子ども向けにも実施します。講師は、認知症の専門的な研修を受けた「キャラバ
ンメイト」が実施し、講師料は無料です。

「認知症サポーター養成講座」を受講してみませんか

手と手を取り合い、
誰もが安心して暮らせる
　　　　　　　白井市へ

地
域
で
見
守
り
支
え
よ
う



お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

家
で
不
用
品
を
売
っ
た
後
の

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
188

Q
　
郵
便
受
け
に
「
食
器
や
着
物

な
ど
の
不
用
品
を
買
い
取
る
」
と

書
か
れ
た
チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
た
。

　
手
元
に
一
度
も
着
て
い
な
い
着

物
が
あ
る
の
で
リ
サ
イ
ク
ル
に
出

す
こ
と
に
し
た
。

　
電
話
を
し
て
自
宅
に
来
て
も
ら

い
見
積
り
を
出
し
て
も
ら
っ
た
が
、

思
っ
た
ほ
ど
の
金
額
に
は
な
ら
な

か
っ
た
。
す
る
と
事
業
者
が
「
ほ

か
に
使
っ
て
い
な
い
引
き
出
物
や

ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
は
あ
り
ま
せ

ん
か
」
と
言
っ
た
の
で
、
使
っ
て

い
な
い
指
輪
な
ど
を
見
せ
た
ら
買

い
取
り
価
格
が
上
が
っ
た
の
で
、

す
べ
て
売
る
こ
と
に
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
日
の
夜
、
家
族

か
ら
反
対
さ
れ
た
の
で
、
翌
朝
、

事
業
者
に
電
話
で
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
を
す
る
と
申
し
出
た
。

　
事
業
者
の
了
承
を
得
た
が
、
指

輪
な
ど
を
い
つ
返
し
て
く
れ
る
の

か
は
っ
き
り
し
な
い
。
法
律
上
、

返
却
期
限
は
あ
る
の
か
。

（
60
歳
代
・
女
性
）

A
　
法
律
上
で
は
、
品
物
に
つ
い

て
の
返
却
期
限
に
つ
い
て
、
定
め

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
店
舗
以
外
の
場
所
で
事
業
者
が

消
費
者
か
ら
物
品
を
買
い
取
る
契

約
の
こ
と
を
「
訪
問
購
入
」
と
言

い
ま
す
。

　
訪
問
購
入
で
は
、
自
動
車
や
書

籍
、
D
V
D
な
ど
政
令
で
指
定
さ

れ
た
も
の
を
除
く
全
て
の
物
品
が

特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
の
適

用
を
受
け
る
た
め
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
が
で
き
ま
す
。

　
手
続
に
は
、
書
類
を
受
け
取
っ

た
日
か
ら
8
日
以
内
に
書
面
で
申

し
出
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
先
の
ケ
ー
ス
も
、
改
め
て
い
つ

返
却
し
て
も
ら
え
る
の
か
書
面
で

事
業
者
に
申
し
出
る
よ
う
に
助
言

し
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
も

事
業
者
に
連
絡
し
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
す
る
こ
と
と
指
輪
な
ど
の
返

却
予
定
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
訪
問
購
入
は
、
自
宅
に
あ
る
不

用
品
を
運
び
出
す
手
間
も
な
く
買

い
取
っ
て
く
れ
る
の
で
、
と
て
も

便
利
な
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
し
か
し
、

思
っ
た
ほ
ど
の
金
額
に
は
な
ら
な

い
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
時
に
は
、
売
る
こ

と
を
や
め
て
帰
っ
て
も
ら
う
決
断

を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
期
間
中
は

た
と
え
お
金
を
受
け
取
っ
て
い
て

も
物
品
の
引
き
渡
し
を
拒
む
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　
困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線

3
2
9
4
（
月
〜
金
曜
日

　
午
前

10
時
〜
午
後
4
時

　
市
役
所
2
階
）

　
当
日
は
、
米
ぬ
か
な
ど
を
有
用
微

生
物
群
に
よ
っ
て
発
酵
さ
せ
て
作
る

有
機
肥
料
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
ぼ
か

し
」
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

日
時
　
29
日
㈰
　
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分

場
所
　
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
者

　
20
人
（
申
し

込
み
順
）

講
師

　（
公
財
）
自
然
農
法
国
際
研

究
開
発
セ
ン
タ
ー
菜
園
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
　
高
田
健
次
さ
ん
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
東

Ｅ
Ｍ
普
及
協
会

　
若
倉
利
勝
さ
ん

参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
26
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
班

内
線
3
2
7
5
へ

し
ろ
い
桜
ま
つ
り

　
白
井
市
商
工
会
（
青
年
部
・
女
性

部
）
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

向
上
や
地
域
住
民
の
交
流
、
地
域
経

済
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
「
し
ろ

い
桜
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
会
場
内
に
花
見
席
を
設
置
す
る
ほ

か
、
模
擬
店
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
4
月
4
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

午
後
2
時
（
雨
天
の
場
合
は
5
日
㈰
）

場
所

　
市
役
所
駐
車
場

◆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

　
し
ろ
い
桜
ま
つ
り
の
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
出
店
を
希
望
す
る
人
を
募

集
し
ま
す
。

※
食
品
類
は
出
店
で
き
ま
せ
ん
。

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者

募
集
区
画
数

　
30
区
画

出
店
料

　
1
、
0
0
0
円

申
・
問

　
所
定
の
用
紙
（
市
商
工
会

事
務
所
、
市
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
3
月
27
日
㈮
ま
で
に
直
接
商

工
会

　
☎
（
4
9
2
）
0
7
2
1
へ

合
併
処
理
浄
化
槽
で

　

　
　
排
水
を
き
れ
い
に

◆
「
合
併
処
理
浄
化
槽
」
の
設
置
の

薦
め

　
私
た
ち
は
生
活
の
中
で
、
ト
イ
レ

や
台
所
、
風
呂
な
ど
か
ら
多
く
の
水

を
排
水
し
て
い
ま
す
。

　
全
て
の
排
水
を
処
理
す
る
合
併
処

理
浄
化
槽
は
、
排
水
に
含
ま
れ
る
汚

れ
の
9
割
以
上
を
取
り
除
き
、
下
水

道
の
終
末
処
理
場
で
処
理
し
た
水
と

変
わ
ら
な
い
き
れ
い
な
水
に
し
て
排

水
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
ト
イ
レ
の
排
水
だ
け
を

処
理
す
る
単
独
浄
化
槽
の
場
合
、
台

所
や
風
呂
な
ど
の
排
水
は
、
処
理
さ

れ
な
い
ま
ま
川
や
海
に
流
れ
て
水
質

汚
濁
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
単
独
浄
化
槽
か
ら
合

併
処
理
浄
化
槽
へ
の
切
り
替
え
が
求

●
下
水
道
認
可
区
域
に
な
っ
て
い
る

も
の

●
交
付
決
定
前
に
工
事
を
し
て
い
る

ま
た
は
完
了
し
て
い
る
も
の

●
住
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
建
て
ら

れ
た
住
宅
で
な
い
も
の
（
事
業
所
な

ど
）

●
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
人

問
　
上
下
水
道
課
業
務
班

　
内
線
3

4
5
7
・
8

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
で
2
月
20
日
か
ら
27
日
ま
で

の
間
に
放
射
性
物
質
の
検
査
を
実
施

し
、
結
果
は
全
て
の
品
目
に
お
い
て

「
検
出
せ
ず
」
で
し
た
。

　
検
査
品
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

検
査
品
目

　
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
コ
マ

ツ
ナ
、
サ
ト
イ
モ
、
コ
ウ
サ
イ
タ
イ
、

大
根

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
「
放
射
性
物

質
が
存
在
し
な
い
」
か
「
検
出
で
き

る
測
定
下
限
値
未
満
」
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
農
政
課
農
政
班
　
内
線
3
2
5

1
〜
4

生
ご
み
堆
肥
化
講
座

　
市
で
は
、
ご
み
の
資
源
化
・
減
量

化
の
一
環
と
し
て
、
燃
や
す
ご
み
の

約
半
分
の
重
さ
を
占
め
る「
生
ご
み
」

を
、
皆
さ
ん
に
有
効
に
活
用
し
て
も

ら
う
た
め
の
講
座
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
今
回
は
「
生
ご
み
堆
肥
を
活
用
し

た
野
菜
作
り
と
花
作
り
」
「
生
ご
み

の
堆
肥
化
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
講
座
で
、
生
ご
み
堆
肥
化
容
器

な
ど
を
利
用
し
た
堆
肥
作
り
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
切
り
替
え

に
補
助
金
を
支
給

　
単
独
浄
化
槽
ま
た
は
汲
み
取
り
便

所
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
に
切
り
替

え
る
工
事
を
行
う
場
合
、
市
か
ら
補

助
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
申
請
期
間
は
、
毎
年
4
月
1
日
か

ら
12
月
28
日
ま
で
で
す
が
、
予
算
の

範
囲
内
で
の
補
助
と
な
り
ま
す
の
で
、

期
間
内
で
あ
っ
て
も
受
け
付
け
が
終

了
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
受
け
付
け
を
終
了
し
た
場
合
、
申

請
に
つ
い
て
は
、
次
年
度
以
降
に
お

願
い
し
ま
す
。

　
次
の
場
合
、
補
助
金
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

　
補
助
金
対
象
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、

上
下
水
道
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

「しろいふるさと産品」
新たに2品目が認定されました

　市には、現在日本ナシや自
じねんじょ

然薯、和菓子
や洋菓子など11品目のふるさと産品があ
ります。
　この度ふるさと産品認定審査会におい
て新たに2品目が追加されることになりま
した。
　新しい品目は白井産のナシを使った100
㌫の「白井の梨のジュース」と「白井の梨
（濃縮飲料）」です。
　販売先は（有）遠山珈琲（☎（491）8440）
で、ふるさとまつりなどでも販売しています。
　皆さんも市の特産である「梨」で作ったジュースを味わってみませんか。
■問　商工振興課商工振興班　内線3241

　20歳以上の人は、学生であっても国民年金に加入しなければなりません。し
かし、学生は一般的に所得が少ないため、本人の所得が一定額以下の場合、国
民年金保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。
　対象となる人は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、
高等専門学校、専修学校および各種学校（就業年限1年以上である課程）に在
学する学生などで、本人の前年所得が次の計算式で計算した金額以下であるこ
とが条件です。
前年の所得≦118万円+（扶養親族等の数×38万円）+社会保険料控除額など
※「（扶養親族等の数×38万円）」の部分は扶養対象により金額が異なります。
　対象となる期間は4月から翌年3月までで、毎年度更新が必要です。平成27
年度も学生で納付特例を希望する人は、学生証を持参の上、市保険年金課や日
本年金機構船橋年金事務所で手続きをしてください。
■問　日本年金機構船橋年金事務所　☎047（424）8811、保険年金課保険年金
班　内線3174・9

4月から「平成27年度国民年金保険料学生納付特
例制度」の受け付けが始まります

火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す

〜
火
災
予
防
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
〜

　
春
先
の
こ
の
時
期
は
、
空
気
が

乾
燥
す
る
中
で
、
火
災
の
発
生
が

多
く
な
り
ま
す
。

　
昨
年
、
印
西
地
区
消
防
組
合
管

内
で
発
生
し
た
全
火
災
の
4
割
が
、

3
・
4
月
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
原
因
の
多
く
は
、
た
き
火

の
不
始
末
や
、
火
遊
び
や
放
火
の

疑
い
に
よ
り
雑
草
や
ご
み
が
燃
え

る
「
そ
の
他
火
災
」
が
大
半
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
気
を

つ
け
て
、
火
災
予
防
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　
出
火
防
止
お
よ
び
火
災
拡
大
防

止
の
た
め
、
不
審
火
な
ど
発
見
し

た
場
合
は
、
す
ぐ
に
1
1
9
番
通

報
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
印
西
地
区
消
防
組
合
消
防
本

部
予
防
課

　
☎
0
4
7
6
（
4
6
）

9
9
7
1

「白井の梨」を使った新たな2品

火事には気をつけてね

お詫びと訂正　広報しろい3月1日号4ページでお知らせしました、「市内の空間放射線量率の変化」の表中、池の上1丁目の平成26年5 ～ 7月の最高値「0.12」
は、正しくは「0.14」でした。お詫びして訂正いたします。
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せきかわ整形外科　関川敏彦医師
●先生の専門分野を教えてください
　専門は整形外科で、その中でも椎

間板ヘルニアや脊
せきちゅうかんきょうさくしょう

柱管狭窄症など脊
椎・脊髄の病気を専門に治療してい
ました。開業してからは子どもから
高齢者まで、突き指や捻挫、腰痛・
膝痛、骨粗しょう症など幅広く診療
しています。
●医師を目指したきっかけは
　中学生の時、近所で医学部の大学
生に勉強を教わっていた仲間たちで、「将来みんなで病院を作ろう」
と約束したのがきっかけです。一緒に病院を作るという夢は実現し
ませんでしたが、仲間も医師になっています。大学生の時は、手を
動かすことが好きだったので、外科系を選び、中でも失った機能を
もとに戻すことのできるということに魅力を感じて、整形外科を選
びました。
●趣味や休日の過ごし方を教えてください
　休日も仕事をしていることが多いのですが、冬の時期はスキーに
行くこともあります。健康づくりと気分転換兼ねて、家の周りを1時
間ほどジョギングしています。
●診察するときのモットーや心がけていることは
　基本的なことではありますが、患者さんの話を丁寧に聞きながら
診断し、病気や治療のことをわかりやすく説明するよう心がけてい
ます。その時に、患者さんがどのような治療を希望されているか確
認しています。
　開業医にできることは限られていますので、当院でできない検査
や治療が必要な場合には、近隣市の大きな病院にお願いをして、患
者さんにとって良い治療が受けられるようにしています。

せきかわ整形外科　冨士129 ー 30　☎（498）5005

　
ご
み
の
問
題
は
、
私
た
ち
に
と

っ
て
一
番
身
近
な
環
境
問
題
の
ひ

と
つ
で
す
。

　
資
源
の
枯
渇
化
や
地
球
温
暖
化

な
ど
か
ら
地
球
環
境
を
守
っ
て
い

く
た
め
に
は
、   「
ご
み
の
削
減
、

再
使
用
、
再
資
源
化
（
3
R
） 

」

を
基
本
と
し
た
「
循
環
型
社
会
」

へ
の
転
換
が
、
強
く
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
市
で
は
、
よ
り
効
率
的
に
ご
み

の
減
量
が
で
き
る
「
ご
み
の
削
減
、

再
使
用
（
2
R
） 

」
の
取
り
組
み

を
優
先
的
に
行
い
、
限
り
あ
る
資

源
を
再
生
・
循
環
す
る
取
り
組
み

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

特
性
に
根
ざ
し
た
、
さ
ら
な
る
快

適
で
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

「
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
基
本
方
針
（
行

動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）」
を
策
定
し
ま
し
た

的
と
し
て
、
ご
み
減
量
化
・
資
源

化
基
本
方
針
（
行
動
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）
の
改
訂
版
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
基
本
方
針
は
、
ご
み
の
減

量
化
・
資
源
化
を
推
進
す
る
上
で

の
行
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
活

用
し
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
と
責
務
の

も
と
、
協
働
に
よ
る
循
環
型
社
会

の
構
築
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
計
画
期
間
は
、
平
成
27
年
度
か

ら
35
年
度
ま
で
の
9
年
間
で
、
環

境
課
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◆
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見

公
募
）
の
結
果

　
基
本
方
針
の
策
定
に
あ
た
り
、

市
民
か
ら
素
案
に
つ
い
て
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
た
結

果
、
1
件
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く

り
班

　
内
線
3
2
7
5

⑪

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

私のまちのかかりつけ医私のまちのかかりつけ医

関川敏彦医師

児
童
手
当
現
況
届

　
こ
の
届
は
毎
年
6
月
1
日
の
現
況
を
記

載
し
、
引
き
続
き
受
給
要
件
に
該
当
す
る

か
を
確
認
す
る
た
め
の
書
類
で
す
。

　
未
提
出
の
場
合
、
6
月
分
以
降
の
手
当

の
支
給
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
現
況
届

　
こ
の
届
は
毎
年
8
月
1
日
の
現
況
を
記

載
し
、
引
き
続
き
受
給
要
件
に
該
当
す
る

か
を
確
認
す
る
た
め
の
書
類
で
す
。

　
未
提
出
の
場
合
、
8
月
分
以
降
の
手
当

の
支
給
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

※
平
成
26
年
度
の
現
況
届
が
未
提
出
の
人

は
、
ど
ち
ら
も
提
出
期
限
が
過
ぎ
て
い
ま

す
の
で
、
早
め
に
提
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
班
　
☎

（
4
9
7
）
3
4
8
7

平成27年4月以降の児童扶養手当額
　児童扶養手当については、毎年の消費者物価指数の変動に応じて
手当額を改定しています。
　平成27年度の児童扶養手
当については、2.4㌫の引き
上げとなり、4月分の手当額
から変更になります。

現
況
届
の
提
出
は

済
ん
で
い
ま
す
か

4月以降の児童扶養手当額
月額 現行 改定後

全部支給 41,020円 42,000円

一部支給
41,010円～

9,680円
41,990円～

9,910円

4
月
1
日
か
ら
平
成

27
年
度
の
社
会
教
育

関
係
団
体
の
認
定
申

請
を
受
け
付
け
し
ま

す　
地
域
社
会
を
円
滑
に
し
て
い
く

地
域
活
動
や
、
学
習
・
家
庭
教
育

を
支
援
し
て
い
く
活
動
、
青
少
年

を
対
象
と
し
た
支
援
活
動
、
地
域

住
民
を
対
象
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
活

動
な
ど
、
社
会
教
育
活
動
を
し
て

い
る
団
体
で
、
認
定
を
希
望
す
る

団
体
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
平
成
26
年
度
に
認
定
さ
れ
た
団

体
も
、
継
続
し
て
認
定
を
希
望
す

る
場
合
は
、
新
た
に
申
請
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

認
定
期
間
　
平
成
27
年
6
月
1
日

か
ら
平
成
28
年
5
月
31
日
（
1
年

間
）

認
定
の
要
件
　
次
の
と
お
り

●
社
会
教
育
事
業
を
計
画
的
か
つ

継
続
的
に
実
施
し
、
そ
の
事
業
の

成
果
が
十
分
に
期
待
で
き
る
も
の

で
あ
る

●
役
員
を
選
出
し
て
い
る

●
自
己
財
源
を
有
し
、
団
体
の
運

営
を
確
実
に
行
っ
て
い
る

●
市
内
に
事
務
所
を
有
し
、
主
た

る
活
動
の
場
所
が
市
内
で
あ
る

●
社
会
奉
仕
な
ど
の
活
動
実
績
が

あ
る

※
そ
の
他
に
も
審
査
基
準
項
目
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
　
申
請
書
、
規
約
、
事
業
・
決

算
報
告
書
、
事
業
計
画
・
予
算
書
、

役
員
・
会
員
名
簿
、
社
会
奉
仕
な

ど
活
動
の
内
容
が
分
か
る
書
類
、

減
免
申
請
書
（
各
書
式
は
生
涯
学

習
課
、
各
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
4
月
1
日
㈬
か

ら
25
日
㈯
ま
で
に
直
接
主
に
活
動

拠
点
と
し
て
い
る
セ
ン
タ
ー
へ

※
事
業
・
会
計
報
告
書
お
よ
び
事

業
計
画
・
予
算
書
は
、
各
団
体
の

総
会
に
お
い
て
承
認
を
得
た
も
の

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班
　

内
線
3
4
3
2
お
よ
び
各
セ
ン
タ

ー

　現在の「白井市スポーツ施設・公民館施設予約システム」は、運用
から3年が経過します。
　これまでの運用のなかで「公民館などを利用するための予約が、抽
選終了後も取りにくく、活動予定が立てられない」との声が寄せられ
ていました。
　このため、システムの運用を一部見直し、4月の抽選分（6月予約分）
から下記のとおり変更します。
【変更内容】
　公民館の抽選予約にかかる本予約期限を「利用日の7日前まで」か
ら「仮予約をした日の属する月の末日（末日が休館日にあたる場合は、
その月最後の開館日）の午前中」とする。
【適用日】
　4月1日（6月利用申込分）から適用
　今回の変更は、抽選により当選した活動予定日のうち「活動に必要
のない当選日」についても、長期間仮予約として確保されていること
が要因の一つであると考えられるため、長期にわたる仮予約状態の解
消を図る変更内容となっています。
　変更の趣旨をご理解いただき、運用にご協力くださいますようお願
いします。
■問　生涯学習課社会教育班　内線3431

公民館などの予約における「白井市ス
ポーツ施設・公民館施設予約システム」
の運用を一部変更します

二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
相
談
会
で
は
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関

へ
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所
　
4
月
6
日
㈪
、
20
日

㈪
・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
時
間

　
1
件
目
・
午
後
6
時
20

分
〜
7
時
30
分
、
2
件
目
・
午
後
7

時
40
分
〜
8
時
50
分

対
象

　
市
内
在
住
の
中
学
校
を
卒
業

し
た
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ

の
保
護
者
・
家
族

受
付
件
数
　
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料
　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
住
ん
で
い
る
地

区
、
相
談
し
た
い
人
と
の
続
柄
を
、

電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
生
涯
学
習

課
社
会
教
育
班
　
内
線
3
4
3
2
・

 sy
o
u
g
a
i-g
a
k
u
sy
u
u
@

city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

2015.3.153
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公  

必
ず
役
に
立
つ
介
護

に
つ
い
て
の
豆
知
識

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も

元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
介
護
保
険

の
仕
組
み
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
26
日
㈭
　
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
0
時
30
分

対
象
　
一
般
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
介
護
福
祉
士
　
小
林
文
恵
さ
ん

申
　
前
日
ま
で
に
電
話
か
直
接
公
民

セ
ン
タ
ー
へ

西 「
と
も
し
び
の
夕
べ
」

プ
レ
イ
ベ
ン
ト

　
今
年
で
5
回
目
を
迎
え
る
、
東
日

本
大
震
災
で
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
へ

の
追
悼
コ
ン
サ
ー
ト
「
と
も
し
び
の

夕
べ
」
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
東
日
本
大
震
災
に
関
連
し
た
朗
読

や
音
楽
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
28
日
㈯
　
午
後
2
時
〜
3
時

15
分

出
演
者
　
朗
読
の
会
「
も
え
ぎ
」
ほ
か

公  

入
門
太
極
拳

　
太
極
拳
の
基
本
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
30
日
㈪

　
午
後
1
時
〜
2
時

15
分

対
象
　
一
般
　
12
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
2
0
0
円
（
資
料
代
ほ
か
）

申
　
28
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直
接
公

民
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

将
棋
教
室

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
優
し

く
教
え
て
く
れ
ま
す
。
初
め
て
の
人

で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
　
4
月
4
日
㈯
、
5
月
2
日
㈯
、

6
月
6
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
正
午

対
象

　
小
学
生
以
上
　
10
人
（
申
し

込
み
順
）

申
　
各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
電
話

か
直
接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

趣
味
・
教
養
・
学
習

弁べ
ん
ね
い栄

上
人
と
白
井

　
弁
栄
上
人
は
明
治
時
代
か
ら
大

正
時
代
に
か
け
て
活
躍
し
た
浄
土

宗
の
僧
侶
で
す
。

　
上
人
は
安
政
6
年
（
1
8
5
9
）

2
月
20
日
に
柏
市
鷲わ

し

野の
や谷
で
生
ま

れ
、
幼
名
を
山
崎
啓
之
助
と
い
い

ま
し
た
。
12
歳
の
時
に
杉
林
で
夕

日
を
拝
ん
で
い
た
際
、
空
中
に
阿

弥
陀
三
尊
像
を
幻
視
し
た
と
さ
れ

ま
す
。

　
少
年
時
代
は
生
家
で
農
業
を
手

伝
い
な
が
ら
父
と
共
に
念
仏
に
励

み
、
明
治
12
年
（
1
8
7
9
）、

21
歳
の
時
に
地
元
鷲
野
谷
の
医
王

寺
で
松
戸
市
東と

う
ぜ
ん
じ

漸
寺
の
大

お
お
た
に
だ
い
こ
う

谷
大
康

上
人
に
従
っ
て
出
家
得
度
し
弁
栄

と
命
名
さ
れ
ま
す
。

　
増
上
寺
（
港
区
芝
）
や
吉
祥
寺

（
文
京
区
駒
込
）
で
の
遊
学
、
東

漸
寺
や
筑
波
山
、
医
王
寺
薬
師
堂

な
ど
で
修
行
を
重
ね
た
後
、
全
国

各
地
で
布
教
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

千
葉
県
で
は
明
治
19
年
（
1
8
8

6
）、
松
戸
市
五
香
に
善
光
寺
を

創
建
し
て
い
ま
す
。

　
明
治
27
年
（
1
8
9
4
）
に
は

イ
ン
ド
の
佛
跡
を
参
拝
し
、
帰
国

後
は
浄
土
宗
の
宗
祖
で
あ
る
法
然

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
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上
人
の
信
仰
を
生
か
し
、
阿
弥
陀

如
来
を
中
心
に
据
え
る
光
明
主
義

を
唱
え
ま
す
。

　
大
正
9
年
（
1
9
2
0
）、
信

州
か
ら
北
陸
方
面
を
布
教
中
に
体

調
を
崩
し
、
新
潟
県
柏
崎
市
の
極

楽
寺
で
62
年
の
生
涯
を
終
え
ま
し

た
。

　
上
人
は
芸
術
的
な
才
能
に
も
恵

ま
れ
、
仏
画
や
書
を
多
数
遺
し
て

い
ま
す
。
特
に
米
粒
に
仏
像
や
名

号
を
描
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
謝
礼
は
善
光
寺
や
浄
土
宗

本
校
（
現
大
正
大
学
）、
光
明
学

園
（
現
私
立
相
模
原
高
校
）
設
立

の
寄
金
に
も
充
て
た
そ
う
で
す
。

　
白
井
市
域
と
の
関
わ
り
で
は
、

上
人
の
実
姉
の
孫
に
あ
た
る
山
崎

い
く
氏
が
七
次
地
区
の
宇
賀
家
に

嫁
い
で
い
ま
す
。

　
ま
た
出
身
地
に
近
い
市
域
北
部

で
は
上
人
揮き

ご
う毫
に
よ
る
掛
け
軸
や

屏び
ょ
う
ぶ風
な
ど
が
旧
家
に
伝
え
ら
れ
て

お
り
、
上
人
と
交
流
が
あ
っ
た
こ

と
を
物
語
り
ま
す
。

　
明
治
時
代
に
村
長
を
務
め
た
川

上
英
太
郎
も
自
身
の
所
蔵
目
録

「
明
治
以
来
大
正
八
年
マ
デ
我
一

代
中
増
蓄
諸
物
品
目
録 

書
画
ノ

部
」
に
「
六
字
名
号 

壱
幅 

弁
栄

書
」「
教
育
勅
語 

壱
幅 

弁
栄
書
」

と
書
き
止
め
、
上
人
揮
毫
の
掛
け

軸
を
大
切
に
保
管
し
て
い
ま
す
。

問
　
郷
土
資
料
館
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
4

シ  

会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
26
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

福  

脳
い
き
い
き
ア
ー
ト

講
座

　
日
本
臨
床
美
術
協
会
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
沿
っ
て
、
毎
回
異
な
る
作
品
を

作
り
ま
す
。
絵
を
描
く
こ
と
が
苦
手

な
人
で
も
楽
し
め
る
内
容
で
す
。

日
時

　
4
月
10
日
㈮
か
ら
毎
月
第
2

金
曜
日
（
全
12
回
）　
午
後
1
時
〜

3
時

対
象

　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
で
全
日
程
参
加
で
き
る
人

　
8

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

講
師

　
日
本
臨
床
美
術
協
会
臨
床
美

術
士

　
柏
木
美
和
子
さ
ん
ほ
か

参
加
費

　
1
回
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
4
月
3
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

高

齢

者

西  

親
子
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

　
忙
し
い
育
児
の
合
間
に
茶
話
会
で

「
ホ
ッ
」
と
一
息
つ
き
ま
せ
ん
か
。

　「
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
」
の
お

も
ち
ゃ
で
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
19
日
㈭

　
午
前
10
時
30
分
〜

正
午

対
象

　
子
育
て
中
の
保
護
者
（
自
由

参
加
）

参
加
費
　
50
円
（
茶
菓
代
）

公 

2
歳
児「
う
さ
ぎ
さ
ん
」

　
親
子
で
一
緒
に
「
こ
い
の
ぼ
り
」

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
4
月
6
日
㈪

　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
平
成
24
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
25
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者
　
10
組
（
申
し
込

み
順
）

申
　
4
月
3
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

子

育

て

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

子

ど

も

西  

子
ど
も
映
画
会

　
み
ん
な
で
一
緒
に
映
画
を
見
よ
う
。

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

①
「
お
れ
た
ち
、
と
も
だ
ち
！
」
ほ
か

日
時
　
27
日
㈮
　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

②
「
く
る
み
割
り
人
形
」

日
時
　
27
日
㈮
　
午
後
2
時
〜
3
時

30
分

対
象

　
小
・
中
学
生

駅  

ジ
ョ
イ
キ
ッ
ズ

　
み
ん
な
で
楽
し
く
小
物
作
り
を
し

よ
う
。
自
分
た
ち
で
作
っ
た
作
品
を

セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
販
売

し
、
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
へ
の
寄
付
も

行
い
ま
す
。

日
程

　
5
月
9
日
、
7
月
11
日
、
10

月
3
日
、
11
月
7
日
、
1
月
9
日
、

2
月
13
日
（
各
土
曜
日
・
全
6
回
）

時
間

　
午
前
10
時
〜
正
午

対
象

　
小
学
生
以
上

　
15
人
（
申
し

込
み
順
）

参
加
費

　
2
、
0
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
4
月
19
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

福  

春
の
会

　
う
ら
ら
か
な
春
日
和
に
琴
の
演
奏

を
聴
き
な
が
ら
、
和
菓
子
と
抹
茶
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
4
月
9
日
㈭
　
午
前
11
時
〜

11
時
40
分
（
自
由
参
加
）

※
4
月
1
日
㈬
か
ら
和
菓
子
と
抹
茶

の
券
の
販
売
を
行
い
ま
す
。（
先
着

20
人
・
2
0
0
円
）

駅  

安
心
し
て
話
が
で
き

る
心
の
居
場
所「
ハ
ー
ト
」

　
20
か
ら
30
歳
代
ま
で
の
ひ
き
こ
も

り
で
悩
ん
で
い
る
人
や
家
族
の
皆
さ

ん
、
ど
な
た
で
も
一
度
来
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
時
　
4
月
10
日
㈮
　
午
後
3
時
〜

4
時
30
分

申
　
前
日
ま
で
に
電
話
か
直
接
白
井

駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

公 

親
子
体
操
教
室

　
体
操
の
先
生
と
一
緒
に
の
び
の
び

と
体
を
動
か
し
、
親
子
で
運
動
遊
び

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
4
月
13
日
㈪
か
ら
毎
月
第
2

月
曜
日
（
全
12
回
）　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
平
成
24
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
25
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者
　
20
組
（
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物
　
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物

参
加
費
　
毎
月
3
0
0
円

申
　
4
月
4
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

駅  K
id
's

 E
n
g
lis
h

　
講
師
と
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
、

英
語
に
親
し
も
う
。

日
程
　
5
月
17
日
・
31
日
、
6
月
14

日
・
28
日
、
7
月
12
日
・
26
日
、
9

月
13
日
・
27
日
、
10
月
4
日
・
25
日

（
各
日
曜
日
・
全
10
回
）

時
間
　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
象
　
4
月
か
ら
小
学
5
・
6
年
生

に
な
る
児
童
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
2
、
0
0
0
円
（
資
料
代
）

申
　
4
月
15
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

弁栄上人肖像

上人揮毫による
名号

　市では、青少年の「生きる力」を育成することを目的とし、7月に「房総アドベンチャー」を実施
します。参加する子どもたちは、房総半島の大自然の中で5泊6日のキャンプ生活を送り、仲間と協
力しながら自分たちの力でさまざまな挑戦をしていきます。
　事業の開催にあたり、事業の企画・運営を行う企画運営委員を募集します。
　企画運営委員は市と協力して会議と現地の下見を実施し、事業プランを作っていきます。研修中は、
随行者として子どもたちの安全を見守りながら、子どもたちが主体的に行動するための助言も行い
ます。
対象　市内在住・在勤の高校卒業以上の人で、青少年の育成・体験活動への指導などに興味がある
人や教員を目指している学生など　6人（応募者多数の場合は、随行者として事前研修および本研修
に全日程参加できる人を優先）
※会議や現地の下見、研修中には、交通費などの相当額を支給します。事前研修は7月4日㈯・5日㈰、
本研修は7月25日㈯～ 30日㈭となります。
■申・■問　住所、氏名、電話番号、年齢、性別、青少年の育成経験の有無、野外活動指導経験の有無、
事前研修・本研修への参加の可否、一部日程のみ参加可能な場合はその旨を記入の上、4月7日㈫ま
でにハガキかEメールで生涯学習課社会教育班「房総アドベンチャー」係　内線3433・{ syougai-
gakusyuu@city.shiroi.chiba.jpへ

房総アドベンチャー企画運営委員（随行者）を募集 弓道教室参加者募集
　高校生以上の初心者を対象にした弓道
教室を開催します。
日時　4月4日から5月23日までの毎週土
曜日（全8回）　午後1時30分～ 4時
場所　白井中学校弓道場
対象　市内在住･在勤･在学者　15人（申
し込み順）
参加費　1,500円（保険料など）

■申　はがきに住所、氏名、
年齢、経験の有無を記入の
上、3月23日㈪（必着）まで
に郵送か直接生涯学習課ス
ポーツ振興班　内線3435へ
■問　白井弓友会　遠藤　☎
（491）9940
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　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

◆
ユ
ー
カ
リ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

①
ユ
ー
カ
リ
ゆ
っ
た
り
コ
ン
サ
ー
ト

　
童
謡
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
ま
で
、
な

じ
み
の
あ
る
曲
を
演
奏
し
ま
す
。

日
時
　
3
月
22
日
㈰
　
午
後
2
時
〜

場
所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

入
場
料
　
無
料

②
ユ
ー
カ
リ
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

　
花
の
丘
公
園
春
ま
つ
り
で
春
に
ち

な
ん
だ
曲
を
演
奏
し
ま
す
。

日
時
　
4
月
12
日
㈰
　
午
後
1
時
45

分
〜
2
時
45
分
　
場
所
　
千
葉
県
立

北
総
花
の
丘
公
園
プ
ラ
ザ
ス
テ
ー
ジ

（
印
西
市
）　
入
場
料
　
無
料

問
　
迫
田
☎
（
4
9
7
）
2
8
3
6

◆
白
井
少
年
少
女
合
唱
団
定
期
演
奏
会

　「
私
た
ち
の
愛
唱
歌
」
や
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
「
魔
弾
の
射
手
」
な
ど
、
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

日
時

　
4
月
4
日
㈯

　
午
後
2
時
〜

（
開
場
　
午
後
1
時
30
分
〜
）　
場

所
　
文
化
会
館
な
し
坊
（
大
）
ホ
ー

ル
　
入
場
料
　
無
料

問
　
秋
元
☎
0
8
0
（
1
2
7
0
）

8
3
8
5

◆
春
の
博
物
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　「
千
葉
県
は
し
そ
ろ
ぴ
っ
く
選
手

権
大
会
」
や
「
そ
ろ
ば
ん
ウ
オ
ー
ク

ラ
リ
ー
」「
そ
ろ
ば
ん
将
棋
大
会
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
ま
す
。
各
イ
ベ
ン
ト
の
開
始
時
間

な
ど
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
4
月
5
日
㈰
　
場
所
　
白
井

そ
ろ
ば
ん
博
物
館
（
根
）、
白
井
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ほ
か
　
参
加

費
　
無
料

※
そ
ろ
ば
ん
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
の
参

加
は
3
0
0
円
が
掛
か
り
ま
す
。

問
　
白
井
そ
ろ
ば
ん
博
物
館
☎
（
4

9
2
）
8
8
9
0

◆
J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
体
験

談
＆
説
明
会
」

　
開
発
途
上
国
で
活
動
す
る
、
J
I

C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
青
年
海
外
協

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

◆
親
子
ビ
ク
ス
会
員
募
集

　
子
ど
も
と
一
緒
に
リ
ズ
ム
に
合
わ

せ
て
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
毎
週
木
曜
日

　
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

　
場
所

　
桜
台
セ
ン
タ
ー

対
象

　
1
歳
か
ら
就
園
前
ま
で
の
子

と
そ
の
保
護
者

　
持
ち
物

　
タ
オ
ル
、

室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物

※
会
費
な
ど
の
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

問
　
佐
々
木
☎
0
9
0
（
7
2
8
6
）

4
3
1
9

◆
白
井
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
・

初
心
者
講
習
会
参
加
者
募
集

　
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
は
、
男
女
4
組

（
8
人
）
が
1
セ
ッ
ト
に
な
り
、
軽

快
な
音
楽
に
の
せ
て
歩
き
な
が
ら
踊

る
ダ
ン
ス
で
す
。
初
心
者
講
習
会
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
　
4
月
13
日
㈪
か
ら
毎
週
月
曜

日
　
昼
の
部
　
午
後
1
時
30
分
〜
4

時
15
分
、
夜
の
部
　
午
後
7
時
30
分
〜

9
時
30
分
　
場
所
　
昼
の
部
　
白
井

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ほ
か
、
夜

の
部
　
池
の
上
小
学
校
体
育
館
ほ
か

※
場
所
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

入
会
金
　
1
、
5
0
0
円
　
月
会
費

1
、
0
0
0
円

※
無
料
体
験
会
を
3
月
16
日
㈪
・
23

日
㈪
・
30
日
㈪
に
行
い
ま
す
。

問
　
佐
野
☎
（
4
9
1
）
2
0
9
7

◆
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
会
員
募
集

　
楽
し
い
仲
間
の
集
ま
り
で
、
年
齢

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
練
習
の
見
学

も
で
き
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
人

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

活
動
日
時
　
毎
週
土
曜
日
か
日
曜
日

午
後
1
時
30
分
〜

　
場
所
　
市
内
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

問
　
白
井
ド
リ
ー
ム
ク
ラ
ブ
　
石
原

☎
（
4
9
1
）
9
9
0
1
（
午
後
6

時
以
降
）

◆
県
動
物
愛
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
動
物
愛
護
に
関
す
る
普
及
啓
発
や

イ

ベ

ン

ト

募
集
・
伝
言
板

力
隊
、
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

の
制
度
や
内
容
に
つ
い
て
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

職
種
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
J

I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
　
①
4
月
9
日
㈭
　
午

後
7
時
〜
9
時
・
船
橋
フ
ェ
イ
ス
ビ

ル
6
階
き
ら
ら
ホ
ー
ル
　
②
4
月
25

日
㈯
　
午
後
2
時
〜
4
時
・
千
葉
市

文
化
セ
ン
タ
ー
5
階
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー

ム
　
参
加
費
　
無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
　
J
I
C
A
（
独
立
行
政
法
人
国

際
協
力
機
構
）
青
年
海
外
協
力
隊
事

務
局
募
集
課
☎
0
3
（
5
2
2
6
）

9
8
1
3

◆
し
ろ
い
青
空
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
白
井
の
自
然
や
食
材
の
魅
力
、
知

恵
や
技
に
ふ
れ
る
こ
と
で
、
子
ど
も

た
ち
の
好
奇
心
や
創
造
力
を
発
揮
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
月
替
わ
り
で
行
う

「
し
ろ
い
青
空
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
指
導
し
ま
す
の

で
、
親
子
で
楽
し
く
体
を
動
か
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
詳
細
は
し
ろ
い
青
空

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
4
月
11
日
㈯
　
午
前
11
時
〜

午
後
4
時
（
受
け
付
け
　
午
前
11
時

〜
午
後
3
時
30
分
）　
場
所
　
根
8

0
0
|
1
8
9

　
内
容
　
①
白
井
に

山
が
出
現
！
登
頂
を
目
指
せ
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
体
験

　
②
五
輪
公
開
競
技
⁉

ス
ポ
ー
ツ
鬼
ご
っ
こ
体
験
会

　
参
加

費
　
無
料

申
　
②
の
み
し
ろ
い
青
空
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
し
込
み
フ

ォ
ー
ム
に
必
要
事
項
を
入
力

問
　
ス
タ
イ
ル
プ
ラ
ス
㈱
内
し
ろ
い

青
空
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
☎
0
3

（
6
4
3
4
）
5
5
8
1
（
平
日
の

午
前
10
時
〜
午
後
5
時
）

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
協
力
が
で
き
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

活
動
期
間
　
登
録
日
か
ら
平
成
28
年

3
月
31
日
㈭
ま
で
　
対
象
　
県
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
者
で
5
月
9
日
㈯

に
千
葉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開

催
す
る
講
演
会
を
受
講
で
き
る
人
　

2
0
0
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

地
域
を
考
慮
し
て
選
考
）

申
・
問

　
4
月
10
日
㈮
ま
で
に
県
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送
か
フ
ァ
ク

ス
、
メ
ー
ル
で
〒
2
6
0
―
8
6
6

7
　（
住
所
記
載
不
要
）
千
葉
県
衛

生
指
導
課
☎
0
4
3
（
2
2
3
）
2

6
4
2
・

0
4
3
（
2
2
7
）
2

7
1
3
・

 e
isi3
@
m
z.p
re
f.

ch
iba.lg

.jp

へ

◆
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

①
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
参

加
者
募
集

日
時

　
4
月
5
日
㈰
か
ら
平
成
28
年

3
月
ま
で
の
毎
週
日
曜
日

　
午
前
7

時
30
分
〜
11
時

　
場
所

　
七
次
第
一

公
園

　
対
象

　
市
内
在
住
の
小
学
3

〜
6
年
生

　
入
会
費

　
1
、
0
0
0

円
　
年
会
費
　
4
、
2
0
0
円
（
ス

ポ
ー
ツ
保
険
料
含
む
）

②
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
参
加

者
募
集

　広報しろいでは、市民や市内で活動する団体などが行うイベントの告知や市内活動団体の会員
募集など、皆さんから寄せられた情報を広く周知するための「インフォメーション」コーナーを
設け、記事の内容により「イベント」と「募集・伝言板」に分けて掲載しています。詳しい掲載
基準や申し込み方法、申込書などは問い合わせるか市ホームページで確認してください。
【原稿作成のお願い】
　原稿締め切り日は原則掲載希望月の１カ月前（例：5月1日号を希望する際は4月1日まで）です。
　寄せられた情報はページ数の都合などでそのまま掲載できない場合があります。掲載前に内容
を確認してもらうため、市から掲載案をファクスかメールで送付しますので、原稿には確認者の
氏名と連絡先を必ず記載してください。
〈イベント〉
　日時、場所、対象とその人数、持ち物、参加費が必要な場合はその金額と主な内訳、申し込み
方法（電話・メールなど）・期限、申し込み・問い合わせ先の氏名や電話番号などの連絡先（1カ
所のみ）を必ず記載してください。
〈募集・伝言板〉
　募集記事の掲載間隔は原則1団体当たり「年度（4月～翌3月）に1回」です。
　活動日時、場所、対象（年代など）、月会費・年会費（両方の記載も可）、
問い合わせ先の氏名や電話番号などの連絡先（1カ所のみ）を必ず記載して
ください。
【掲載できないもの】
●営利、政治、宗教目的を有するイベントの告知や団体の会員募集
●市外活動団体のイベントの告知や会員募集（対象が市民である場合を除く）
●そのほか市で掲載が不適切であると判断した記事
■問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4

コーナーへ掲載するには

日
時
　
4
月
4
日
㈯
か
ら
平
成
28
年

3
月
ま
で
の
毎
週
土
曜
日
　
午
前
9

時
〜
11
時
　
場
所
　
七
次
第
一
公
園

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
の
初
心
者

年
会
費

　
5
、
0
0
0
円
（
ス
ポ
ー

ツ
保
険
料
は
別
途
）

申
・
問

　
①
は
鈴
木
☎
（
4
9
1
）

4
3
5
1
、
②
は
岩
谷
☎
（
4
9
1
）

5
9
8
4
へ

◆
春
季
市
民
テ
ニ
ス
大
会
参
加
者
募
集

日
時
　
5
月
10
日
㈰
・
17
日
㈰
（
予

備
日
　
24
日
㈰
）　
場
所
　
白
井
運

動
公
園
ほ
か
　
対
象
　
市
内
在
住
・

在
勤
者
お
よ
び
市
テ
ニ
ス
連
盟
会
員

種
目
　
一
般
ダ
ブ
ル
ス
（
男
女
）、

シ
ニ
ア
ダ
ブ
ル
ス
（
男
女
）　
参
加

費
　
一
般
ペ
ア
1
組
2
、
5
0
0
円
、

一
般
と
市
テ
ニ
ス
連
盟
会
員
ペ
ア
1

組
2
、
2
5
0
円
、
市
テ
ニ
ス
連
盟

会
員
ペ
ア
1
組
2
、
0
0
0
円

申
　
市
テ
ニ
ス
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
る
申
込
書
に
記
入
の
上
、
3
月

22
日
㈰
か
ら
4
月
11
日
㈯
の
午
後
1

時
ま
で
に
直
接
ウ
エ
ス
ト
グ
リ
ー
ン

テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
（
根
）
か
白
井
テ
ニ

ス
ク
ラ
ブ
（
根
）
へ
（
郵
送
不
可
）

※
詳
細
は
市
テ
ニ
ス
連
盟
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
寺
島
☎
0
9
0
（
6
9
3
8
）

0
6
6
6

大山口あおぞら学童保育所
の指導員を募集します

　放課後に子どもたちの保育をサポートする指
導員を募集します。
　資格要件や各種手当、応募方法など詳細につ
いては問い合わせてください。
■問　大山口あおぞら学童保育所☎（491）2364
（平日の正午～午後7時）

学童保育所指導員募集要項

勤務日時
専任指導員（週5日）　正午～午後7時
補助指導員（週3日）　午後1時～ 7時
※休校日は午前8時～午後7時（シフト制）

勤務場所 大山口小学校敷地内

賃金
専任指導員（月給）　111,900円～
補助指導員（時給）　850円～

ンイ フォメーション

ボクも読んでるよ

2015.3.155



古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

2015.3.15 6み ん な の ひ ろ ば

　大山口小学校では、第2・第4木曜日の月2回、放課後、
校庭や体育館で1年生の元気な子どもたちの声が響いて
います。これは、昨年の10月にスタートした「大山口小
学校放課後子ども教室」によるもので、自治連合会大山
口小学校支部、大山口小学校PTA、地元の皆さんなど20
人が集まり、放課後の子どもたちの居場所づくりに取り
組んでいます。
　教室は、外遊びや工作、読み聞かせなど元気に遊んだ後は、スタッフの皆さんが全ての子どもたち
に付き添い自宅まで送り届けています。
　代表の加藤さんは「子どもたちの居場所づくりはもちろんですが、地域のつながりを大事にしてい
ます。子どもたちを送った時、家の人と対話をすることで、より地域のつながりができるのかなと感
じています」と話してくれました。子どもたちは「鬼ごっこやドッジボールで遊んだり、友だちもいっ
ぱいできて毎回楽しみにしている」と喜んでいました。
　この放課後子ども教室は、大山口小学校のほか、白井第二小学校でも実施されています。
　子どもたちを温かなまなざしで見守ってくれているスタッフの皆さんに感謝です。

子どもたちが元気に遊んでいます
「大山口小学校放課後子ども教室」

　2月7日の午後、冨士在住の松村たき子さんが、自
宅の庭で洗濯物を取り込んでいたところ、強風にあ
おられた物干し台が倒れ、松村さん自身も流し台の
中に転倒し動けなくなってしまいました。松村さん
の異変に気付いた、練習場が隣接している関東第一
高等学校硬式野球部員2年生の東條さんと友利さんが
松村さんを救出してくれました。
　松村さんは「強風で竿

さお

と一緒に流し台の中に倒れ
てしまいました。声も出なくて頭の中も真っ白にな
りどうしようかと思いましたが、2人が気付いてすぐ
に助けに来てくれたので本当にありがたかったです。
もし見つけて助けてくれなかったらどうなったのか

と思うと、今でも涙が出てしまいます。今どきこんなに親切な生徒さんがいるなんて感謝してもし
きれません」と感激されていました。
　2人は「室内練習場で窓を開けて練習をしていたら、松村さんが手を振って助けを求めている姿
が見えました。これはすぐに助けに行かなければと思い、必死になって駆け付けました。けがもな
くてよかったです」とさわやかに話してくれました。
　当部は、昭和39年（1964年）頃から白井市を活動拠点とし、東東京代表として甲子園出場の常連
校です。東條さんはサード、友利さんはファーストのレギュラーを目指し日夜練習に励んでいると
のことです。「助けて！」の合図に迅速に応えてくれた2人に、後日会えて松村さんは大変喜んでい
ました。

　このコーナーで紹介する皆さん
の身近な話題をお寄せください。
申・ 問　秘書広報課広報広聴班　
内線3372 ～ 4へ

「助けて！」の合図に応えた２人のお手柄高校球児
関東第一高等学校硬式野球部員　東

とうじょうゆうや

條佑哉さんと友
ともり こ な ん

利彪楠さん
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再会を喜ぶ東條さん、松村さん、友利さん（左から）

「ライオン（ジオジオ）とことり」をやさしく描きました

七次台小学校2年生　小林勇
ゆ う と

斗くん
　1月に開催された、読書で得た感動を絵画で表現
する「2014年度読書感想画中央コンクール」（全
国学校図書館協議会などが主催）の県コンクール
に出品した、七次台小学校2年生の小林勇斗くん
の作品「ジオジオのかんむり」が小学校低学年の
部で優秀賞に輝きました。「ジオジオのかんむり」
は、年老いたライオンと小鳥との心の交流を描い
た絵本で、小林くんは「先生の読み聞かせを聞いて、
頭の中でイメージして描きました。最初は描くの
が大変そうだったけど最後はうれしい気持ちにな
りました」と話してくれました。

小林くんの作品「ジオジオのかんむり（福音館
書店）」を手にする小林くん
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